[bookmark: _GoBack]選抜東海予選　審判用紙・対戦詳細

① 校名・選手名データをファイルに入力する。
② 当日使うノートパソコンとＡ３プリンタで、印刷できることを確認しておく。

～ここまでの作業は、前日までに終わらせておく～

③ オーダー用紙が提出されたら、進行本部補助員１名に２階に持ってこさせ、記録係がオーダーを最終確認し、データを入力する。
進行本部補助員にオーダー用紙の登録順位を読み上げさせ、入力後、画面に出る選手名を記録係が読み上げ、進行本部補助員にオーダー用紙の選手名と同じかどうか確認させる。
対戦の一方のみが入力できた段階であれば、ここで作業を一時中断し、進行本部補助員を進行本部へ戻す。
[bookmark: _Hlk529780292]④ 対戦の両方の入力が済み、問題がなければ審判用紙を印刷し、進行本部補助員に持って行かせる。
３セットマッチ（決勝のみ）のときは、２枚目の審判用紙も一緒に持って行かせる。（２枚目は事前に印刷しておく）
⑤ 続いて対戦詳細を印刷し、進行本部へ持って行く。
時間的余裕があれば、審判用紙と一緒に進行本部補助員に持って行かせるが、試合開始時刻が迫っている場合は審判用紙のみ持って行かせ、対戦詳細は後から記録係が進行本部へ持って行く。

～以下、進行本部での補助員の作業～

⑥ コートが確定している場合、審判用紙にコート番号を記入して審判に渡す。
コートが確定していない場合は、コート番号が空白のままで審判に渡す。
⑦ コートが決まり次第、対戦詳細にコート番号を黒で記入していく。
⑧ 試合が終わって審判用紙が戻ってきたら、対戦詳細に結果を赤で記入する。
⑨ 戻ってきた審判用紙はバインダーにはさんで保管しておき、１つの対戦（５試合）が終わったら５枚セットにして、進行本部補助員が２階の記録係に届ける。
